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施設名

演題名 ゴミ分別における安全性の向上

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

医療機関から排出される「ゴミ」は、紙くず類、プラスチック、ガラス・注射針等の鋭利器材。血液や体液を含む
ガーゼ等医療ゴミや一般ゴミと多種多様です。現場ではそれら分別の正しい知識がないと、どこに何を廃棄す
べきか悩む原因となるだけではなく、針刺しや切創等の事故にもつながりかねません。
正しい知識をもち分別をすることで、医療スタッフの安全性が保たれるのではないかと期待しました。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 12

リーダー名
（職種）

回

活動期間

服部　佐季　（臨床工学技士）

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

①診療部門

②支援部門

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）　10月までに職員がゴミの分別が出来ていると自覚することで、安全が守られている

（目標値）　100％の職員が自覚する

・ゴミの種類別、ゴミ箱の見直し
・可視化できるゴミ分類表の作成
・ゴミの分別に関する勉強会
・ゴミの捨て方の変更

（実施前）　ゴミの分別は大まかなルールはあるものの、詳細は個人の判断に委ねていることが多かった

（実施後）　90％の職員が分別が出来ていると自覚していた

分別時にそれぞれのスタッフ同士で指摘し合うことが重要と考えます。管理を定着するためにも、新しい資材
が増えゴミの種類が変わった時には、ゴミ分類表の情報をアップデートしていく

服部
はっとり

　佐季
さき

　（臨床工学技士）茅ヶ崎セントラルクリニック

②安全の向上をめざすもの

改善指標の
対策実施

前後の変化

取り組種別 問題解決型

臨床工学技士

看護助手和田　奈津子

歯止めと
標準化

2021年1月　～　12月

BGS（BestGomiSiwake）
　べすと　ごみ　しわけ

②複数の職場が連携した活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動

④組織全体で取り組んだ活動

服部　佐季

毛利　朋代 事務



【現状把握】

・ゴミ箱の写真を撮り、配置場所・数・用途を調査しました。

【目標設定】 【要因解析】

・ゴミの分別や処分方法を職員全員がきちんと分別することで、 ・スタッフの知識不足や個人の判断に委ねている部分が

職員の安全を守ることを目標としました。 　大きいことがわかりました。

【対策の立案と実施】

・対策を考え実施、中間で確認をとりました。



【対策の実施】

・中間確認での気付き事項に対し、追加の対策を取りました。

【効果の確認】

・首記に挙げた目標達成はなりませんでしたが、スタッフ同士アイデアを出し合いコミュニケーションが増えました。

・僅かながら、ゴミ袋の購入費用や廃棄量に削減が見られ、経費削減に繋がりました。

【標準化と管理の定着】 【反省と今後の進め方】




